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能登の「鎮魂と復興と世界平和を祈って」２０００基の竹灯ろうを来
場者と共に一斉点灯を行い、人と自然の環境を守る地域協働のお祭り
として開催致しました。

『鎮魂と復興と世界平和を願って』のタイトルで金沢竹灯ろう祭りを開催し
ていますが、遅ればせながら能登の復興は少しずつ進んで行きます。NPO法
人みんなの畑の会は『私たちは 子供たちに 美しい地球を 引き渡す義務
がある。なぜなら 私たちが美しい地球を 先人から引き継いだか
ら』・・・を理念に、気候変動・自然災害・感染症・貧困と紛争、これまで
にない多くの課題に直面している今、豊麗者の“知恵の伝承”と、若者の“新し
い知識の融合”で世代を交えた「思いやり」「気配り」「勿体ない」「向こう
三軒両隣」の助け合い文化の日本版【SDGｓ】を次世代に繋ぐ活動をしてい
ます。   ・・・一人では出来ない事も みんなでやれば その先が見え
てきます・・・   人と自然の環境を守ることを目的に、９年前任意団体
みんなの畑の会を設立し、趣旨に賛同いただき４年前「産官学民」の皆さん
の参加で法人化致しましたが、昨今クマやイノシシなど不幸な事故も起きて
います。高齢化・後継者不足により全国で放置竹林が拡がり、当地もその危
険が増してきています。 山に棲む動物と人間が、より安全安心して棲み分
けできる環境づくりは、高齢化・後継者不足の地権者と行政だけでは出来ま
せん。“みんな”の繋がりで、より良い社会を子供たちに渡せることが目的の
NPO法人みんなの畑の会は、地域の皆さんと協働で、より良い社会環境を次
世代に繋ぐために【金沢竹灯ろう祭り】が未来に繋がっていくものと期待し
ています。 毎年少しずつ、竹の切り出しから、竹灯ろうの作成・運営・片
づけの、人の『輪と和』が拡がって行くものと確信しています。

２０２５年１０月１８日(土)

令和７年度協働のまちづくりチャレンジ事業 中間活動報告

NPO法人みんなの畑の会 担当者氏名 西田敏明

第２回 金沢・竹灯ろう祭り

記入日 ： 令和７年１１月２５日








